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私は海外に行ったことがなく、最初はとても不安でしたが、この夏アメリカで過ごした

時間は私にとって本当にかけがえのないものになりました。このプログラムに参加しよう

と思った理由は、海外の人とたくさん話して、自分の知らなかった文化や考え方を学び、

できる限り一人でさまざまなことをできるようになりたいと思ったからです。 

私の行ったところはモンタナ州ビリングスというところで、自然豊かな、涼しく過ごし

やすい場所でした。大学内にうさぎもたまに見かけられて、日本とは違った環境を肌で感

じることができました。授業では、ネイティブアメリカンやアメリカの家族、歴史につい

て英語で学びました。その他にも、プレゼンテーションなどをしましたが、興味深かった

のが自己紹介で、日本人ならではの、立って前を見てただ単に名前を言うのではなくて、

聞き手の目を見てジェスチャーをまじえて自分を自由に表現する自己紹介の練習をしまし

た。ジェスチャーを入れるだけで、聞き手も話し手も楽しい自己紹介になるのだと学びま

した。 

  

フィールドワークでは、動物園や買

い物に行きましたが、買い物は、最初

はレジの人とのコミュニケーションが

うまくいかず、自分の英語力のなさに

愕然としましたが、数を重ねるうちに

聞きとれるようになったり、表現を覚

えたりして、スムーズに買い物するこ

とができるようになりました。英語は、

練習すること、使うことが大切なのだ

と思いました。 

 

 

 

最も印象深かったのがイエロース

トーン国立公園に２泊３日で行った

ことです。ここは世界遺産に登録され

ている場所で、言葉では表しきれない

くらいの大自然に触れることができ

ました。ここで見た景色は一生忘れま

せん。 

 



ホームステイでは、リタさんという方のお家にお世話になりました。家族みんな、とて

も温かく迎えてくれて、毎日が本当に楽しかったです。私はよく、「水を飲んでいい？これ

を食べていい？」とホストマザーに聞いていたのですが、リタさんが「あなたの食べたい

ものは何でも食べていいし飲んでいいよ。あなたは私たちの家族だよ。」と言ってくれて、

本当に嬉しかったし、私が気を遣わないことがリタさんたちが望んでいることでもあるの

だと学びました。リタファミリーと過ごす時間はあっという間でしたが濃く充実していて、

お別れの時は本当に辛かったです。彼らと過ごして、私もリタさんのように周りからの信

頼があつく、人に優しい人になりたいと思いました。 

このプログラムに参加することができたのは多くの方々のおかげです。ありがとうござ

いました。 

 


